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　花粉 ア レ ル ギ ーが 、花粉 の 吸 入 に よつ て ひ きお こ され

る と い うこ と は ， す で に 1873年，Blackley に よ p 証 明

され て お Di），大 気中 に 飛散す る花粉 の 調査 は，花粉 ア

レ ル ギ ーとの 関 係上 重要な問題 の 1つ で あ る，

　 H 本 に お け る大気中飛散花粉の 調 査は ．東京都
3＞3 川 ，

千葉県習志翳市
5｝，神奈川県指模原市

E）7］， そ の 他 の 各

所 刷 励 叫
に お い て お こ な わ れ，　報 告 さ紅 て い る ．　 しか

し、い ずれ も ヒ ト の 身長 に 近 い 高 さ，ま た は 20m 以内 の

珪物 の 屋上 で の 調査 で あ り，四 方を さ え ぎら聿 る こ との

な い 高所 で の 調査は ，著者 らが 1961年 8 月 末 か ら 8 日間

東 京 タ ワ ーで お こ な つ た 短 い 期間 の 報告
5 ｝

が あ る だ け で

あ る．

　今回 ，日本電波塔株式会社 の 協力を得 て r1964

でi
齟
3 月

よ 01965年 8 月 ま で ，地 上 135m の 位置 で の 調査 を お こ

な い ，結果を まとめ る こ と が で きた の で報告す る．

方　法

　東 京 タ ワ
ー

の 展望 台の 上．地 上 135m の 屋 外 に 露 出 し

た 鉄骨 の 上 に 、1］tarha皿 の 花粉捕集器 を備 え つ け た 、こ

の 中 に ワ セ リ ン を 塗 つ た ス ラ イ ドグ ラ ス を 置 きi3 日

（72時間） ご と に 交換 し て ， ス ラ イ ドグ ラ ス に つ い た 花

粉 を Ph6bus 　Black ］ey 氏液に ⊂1．0190 の 割合 に ゲ ン チ ァ

ナ ノζイ オ レ ッ トを 加えた 幾瀬変法液 を 用 い て 染色 し．グ

リーe．リ ソ ジ 亠り一で 封 じて 観察 した．カ パ ーグ ラ ス は 25

mm 　X 　4Gmm の 大 きさ の もの を 用 い ，花粉は ．こ の カ バ ーグ

ラ ス 10cm2 内 の 全 嶷野 の 数 を か ぞ え て 鑑定 し た ．全 視野

の 花粉 算定 の ため に ，ス ラ イ ドグ ラ ス に 1  
翌

の 方眼 目

盛を25m臥1× 50  の 範 囲に 刻ん だ 算定板 を つ く り，鑑 定 し

よ う とす る ス ラ イ ド グ ラ ス に 重 ね て 全 視野 ，す な わ ら

1GO　ri　
’
？ を観 察 し た ．花 粉粒 の 鑑定基準に は ，花 粉型，

大 き さ，外層彫紋，花粉管 口 の 形 や 数 ，位置 を 調 べ て，

次 に 捕集年 月 H．と植物 の 開花歴 と を比較 、 対照 し，現在

ま で に 集 め て ス ラ イ ド標本 に し て あ る基準 の 花粉 ブ レ パ

ラ
ート と比 較し て 同 定 した．

結　果

　i．　花紛 数 の 季節的 変動 　 　　 　　 　　 　　　 ・

図 1 は ，飛散花粉総数を 年間 を 通 して グ ラ フ に あ ら わ

した も の で あ る が，東京 ・タ ワ ー
に お け る変動 は ，2 月か ら
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図 三．飛散 花 粉 数 の 季節 変 動（東京 タ ワ
ー

高 さ135m ，
1964 ，3 ＿1965 ・8 ）．

5 月宏 ま で の ク P マ ツ を 主 体 と した t：ee 　 season が 特 に

目立 ち，次 に つ づ く 9．　rass 　season ，　ragweed 　season ｝ま低

い ．こ と に ragweed 　season は ，東京都 文 京区
2｝

で は ，

あ る程 度高 い 山が み ら れた が，今回 の 調査 で は 非常 に 低

く，特 に 目立 つ k ピ ーク を 示 さなか つ た ．花粉数 は 3 日

間 の ス ラ イ ドグ ラ ス IDcm2 中 の 数をあ らわ し た もの で あ

る ．

　2． 各鍾花 粉 の 季節的変勁

　図 1の よ うな 花粉数 曲線をえが く飛散花粉を さ らに 分

析 し て ，飛散数 の 多か っ k 花 粉 に つ い て そ れぞれの 変動

を み る と，図 2 の よ うに な る．す な わ ち ，

・．．・番高い 山 を

え が く 3 月 か ら 5 月末 に か け て は ク ロ マ ツ の 花粉が 最 も

多 く．花粉総数 2 ，767 瞳 をか ぞ え た 4 月21 目に は ク ロ マ

ツ の 花粉がそ の 70％（1，920｛固）を占め て お り ， 4 月中 旬か
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に お け る 空 中 飛 散花粉 の 分 析

表 1 　空中飛 散 花 粉 植 物 （東京 タ ワ
ー
　高 さ 135m ，1964 ・3−1965。2）

植 物 名 … 花 紛 型 　外層 彫 紋 　
大

（耄）

さ

i　 　　 　 　 　 l　 　 　 　 i　 　　 　 　 　 　 I
l　 　 　 　 　 　 　 　　 l　 　 　 　 　 　 l　 　 　 　 　 　 　　 　 　 I
i　 　　 　　 　　 　 　 i　 　　 　　 　 　 i　 　　 　　 　　 　　 　 　 I
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
i　1 ＿長 口 粒　　　　　i　　弓、網 状紋 　　i　　24−26x26 −28
1　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　 1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i・ ・粒擁 ・ 犠鷲 頚 ・・−3・・ 36−・・

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

し 　 〃 i鐙綴衰梦i 婀 9 ・ 47−53
，

　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

” ”

ド糊
as × 9D l　　　　　　　　 ’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　単 B 粒（t〒・ひ 型）　1　疣　：辷辷　紋　　｝　　35−44× 39−48　　　…
l　　　　 i　　 …　　　　 1
1 “ 　 “ 　i 小頼 歉 i3 。．33。 34−39
b　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

l　　 　　 i　　 　 i　 　　 　 i
i “ 　 “ 　i　 “ 　 ；

26−28．5 。 27．3。 iら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
；　　　 　　　　 　 i　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 i
｝　　　　　　　　　 i　　　　　　 ：　　　　　　　　　　 i

i　 　　 　　 　 i　　 　　 i　 　　 　　 　　 i’
　　 〃 　　　　　！グ　　　 乙　　　　 〃 　　　　　：　　　　 38 × 38　　　　　：

　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

　 　〃 　　　　　．〃 　　　　1　　　　〃 　　　　　…　　 26−・29 ＞＜28−31　　i
　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏
　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　 　〃 　　　　　！ク　　　　1　　　　 〃 　　　　　…　　 21−26 × 21−26　　i
　 　 　 　 　 　 　 　 l　 　　　 　　 　　　 　 ：　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 l

　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　 ；　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌
　　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
　単 口 粒 　　　 i 小縄状紋 　…20−24x23 ．5−25．5i
　　　　　　　　 匚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽
　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　 旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　 〃 　　　　　　　　　旨　 細 絹状紋 　　i　　24−28x26 −28　　i　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ

　　 ・グ 　　　　　1　　 〃 　　 1　 53−63× 50−60　 i　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　
〃

　 　 1　 〃

　 i22−24・ 2・−24 ｝
　　 ！t 　　　　　　　　　　　　 〃 　　　　i　　41−44x4 工一44　　i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　　〃 　 　 i　 〃 　 ヨ 45−＝50 × 45 −50i
　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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Gymnosperniae 裸子植物

　 Ginkgoaceae イ チ ョ ウ 科

　　 Ginkgo 　bilobaイ チ ョ ウ

　 POdecarPaceae 　
−
“ キ 科

POdocarpus　 macrophy 重la　ラ ヵ ソ
ー
マ キ

P洫 aceac 　
一マツ 科

Pi皿 us 　thunbergii ク ロ マ ツ

Abietaceae モ ミ科

　　 Picea　 excelsa 　ド イ ツ 　ト ウ ヒ

　 Sclad。pltyaceae コウ ヤ マ キ 科

　　 Sciadopitys　 verticillata コ ゥ ヤ マ キ

　Crアptomeτ玉aceae ス ギ 科

　　Crypt。 merla 　japonicaス ギ

　Cepha1 。taxaceae イ ヌ ガ ヤ 科

　　Cephaletaxus　Harringtonia

　　　 var ．　dru四 cea イ ヌ ガ ヤ

　 Taxaceae イ チ イ 科

　　Taxus　CLIsp 三data　var ．　nana 　キ ヤ 　ラ 9．ミ ク

　Cupressaceaeヒ ノ キ 科

　　 ChemaecypaTis 　 obtUsa ヒ ノ キ

　 Jun三peraceae　ネ ズ 奉争

　　 Sabina　 chinensls イ ブ キ

Angiospemae 被子 植物

Monocotyledoneae 単 子 葉植物

　Typhaceae ガ マ 科

　　丁
’
ypha　 angustata ヒ メ ガ マ

　 Gramineae　イ ネ 科

　　Alopecuvus　aequalis ス ズ メ ノ テ ツ ボ ウ

　　 Avena　fatua カ ラ ス ム ギ

　 　 Koeleria 　 cristata 　 ミ ノ tt ロ

　　Agrepyron　ciliare ア ナ カ モ ジ グ サ

　 　 A ，tSt」kushienヨe
　 　 　 var ．　trans ］ens カ モ ジ グ サ

　　Dactylis　glom ・・at ・ カ モ Xt ’
　 　 1

　　Zi・a ・ i・ 1・・三f。li・ マ ・ モ 　 　 I
　　Arundinella　 hirta ト ダ シ バ 　　　　 i
　　Pennisetum　 alopecuroides チ カ ラ シ バ …

　　S。t、，i、　vi，idi， エ． 。 。 グ サ 　 　 ；

　 　 S，autUmnalis ア キ ノ エ ノ コ o グ サ 　 　I

　 　 EIeusine　 indica オ ヒ シ バ

　 　 M 圭3canthus 　 sine 【rsis ス z キ

／f

〃

〃

〃

！1

，ク

1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Iv

〃

　 　30−31× 35−37　　i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　I
　　32−36x29 −32　　　1
　　28＿29× 28＿29　　　…
　　　　　　　　　　…
　 　47−48x47 −48　　 i

　　・・−2・。 ・・．261

28．5−30x28 ．5−30　…

　　35．4。×35−40i
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1ユ8
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1，9・・ 1

1

1
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C ＞
・P・・a ・ eae 駐 ・ げ 蝌 　 　 　i

　　e 。，。。 dus，。liana ケ ス ゲ 　 　 　 i
　　C ．ne ，vat 。 シ パ ス ゲ 　 　 　 　 i
　 Pa ］mae ヤ シ 科 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 …

　　 Trachycarpus　fertunei ・）・；ロ 　　　　　　
：

Dicotyledoneae 双 子 葉 植物

Arch 玉chlam アdeae 離 弁 花

　　 Salicaceae ヤ ナ ギ 科

　　 Salix　babylonica シ ダ レ ヤ ナ ギ

　Juglandaceae　ク ノシ ミi…斗・　　　　　　　　，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　　 Pter。 catya 　 sten 。ptera シ ナ “「 ワ グ ル ミ i
　　Juglans　ailanthifolia 　t ニ グ ノレ　ミ　　　　　i

B ，，。1。， cae メ， パ ／ 櫓 　 　 　 　i
　　C 。 ，yl。，　h，t。，。phyll。 　 　 　 …
　　　　var ．　thunbergii 　’、シ ノ｛　ミ　　　　　　　　　 …

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L
　　 Carpinus　laxlfiora ア カ シ デ 　　　　i

　　 Alnus　h三rsuta 　 var ．　 sibirica 　　　　　　　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 　 　 ヤ マ ノ、ン
「

ノ キ

　　 A ＿　japonica　　齟’一　ソ 　ノ　キ

　A，pendula ヒ メ ヤ シ ヤ ブ シ

　A ．sieboldiana オ オ ハヤ シ ヤ プ シ

Fagaceae ブ ナ 科

　QuerCUS　 scrrate ：7 ナ ラ

　Q ．acutisslma ク ヌ ギ

　Castanopsis　cuspidata 　ス ダ ジ イ

　 Ca3tanea 　crenata 　ク　リ

　 Pasania　 edulis 　一マ テ パ シ イ

Ulmaceae ＝ レ 科

　Aphananthe 　 aspera 　 s“ク ノ キ

　Celtis　 sinensis 　vaT ．　jap。 nica エ ノ キ

　 Zelkowa 　 serrata ケ ヤ キ

　Ulmus　parvifolia ア キ ニ・レ

Moraceae ク ワ 科

　Morus 　b・ mb ｝
，cis ヤ

ー
マ ダ ワ

　Humutus 　japonicusカ ナ ム グ ラ

UTticaccae イ ラ ク サ 科
．

　Boehmeria 　 sp ．

Polygenaceae タ デ 科

　 Rumex 　 acet   田 　ス イ パ

　 R 、ebtusifollus エ ゾ ノ ギ シ ギ シ

Chen ・P・diaceae ア カ ザ 科

　Chenepodium 　album シ n ザ

　 C 、arnbresioides ケ ァ リ タ ソ ウ

　 Kochia　 SCoparla ホ オ キ ギ

Arnaranthaceae　ヒ ユ科

1 十 6 口 粒

　 　 〃

1 一長 口粒

3 一類 孔 粒

5 − 7 類 孔 粒

9 − 11類 孔 粒

3 − 4 類 孔 粒

．tl

4 − 5 類 孔 紋

4 − 6 類 孔．粒

〃

〃

i　3 − （4）溝 孔 粒

i　　
！1

i　　 〃

　 　 　 　 　 〃

i　 　 〃

i13

− 4 孔粒

　 　 tl4

− 5 孔粒

2 一孔粒

3 − 　　（4）孑L粒

3 − 4 孔粒

細 網状紋

　 　 〃

1 小 網 状 紋

1

1
i3 一

  溝 孔 竝

i　 　 〃 　 　 、　　　　　　　　　　引

i 散 孔 型 （ca ．60）
i
　　〃 （ca ・100）｝

　　 〃 　（ca ．100）

小 網 状 紋

邂 縄状 紋

　 　 〃

．tノ

．11

∬

〃

〃

小刺状紋

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

細 鯛状紋

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

〃

〃

／1

〃

〃

小網状紋

　 　 〃

　 　 〃

39−41 × 32−33

　　33 × 23．5

19，5−20x26 −28

17．5 × 19．5−・21
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に お け る 空 中飛 散花粉 の 分 祈
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ら飛 び 始 め 5 月 末 まで 飛 ん で い る の が み ら れ た．Pinus

属 の もの で 比較的広 く植 え ら れ て い る もの に ク 卩 マツ

と ア カ マ ツ とがあ ；
），花 粉 の 形，大 き さ等 が 類似 し て い

る が ，東 京 タ ワ ーで み ら れ た PinUS　E の 花粉は そ の 飛散

時期か ら ク ロ マ ツ の 花粉と した 、また ，
マ ツ の 飛散期 の

前 の や や 低 い 川 は 大部分 が ス ギ で 占 め られ ス ギ の 花粉

は 2 月 中旬か ら 4 月 中旬 ま で 飛散 し て い る．そ の ほ か ，

日立 つ た もの に ， 1 月 か ら 4 月まで の ヤ マ ハ ン
「
ノ キ ，4

月の イ チ ョ
ウ

， 5 月の ス ダ ジ イ な どがあ り， 9 月下 旬に

み られ る ピ
ー

ク は ，カ ナ ム グ ラ と ヨ モ ギ の 花粉｝こ よ る も

の で あ つ た ，習 志野附近 で 高い 山を示 し た ブ タ ク す は ，

東京 タ ワ
ーで の 調査 で は 非常 に 低 く，多い 円で も 3 目閤

の ス ラ イ ド グ ラ ス 10can2中に 29個を か ぞえた に すぎな か

つ た 、

　 ま た，各 ス ラ イ ド グ ラ ス の 飛散花粉 の 種類数を年k
，
1を

通 し て グ ラ フ に え が く と，図 3 の よ うに 花粉数 の 季節的

変動 に 類似 した 曲線を 示 し，花 粉数 の 多い 4 月 ， 5 月は

花粉 の 種類 も多 い と い う結果 が 得 ら れ た ．

　 3， 飛散花粉 麺物 の 種類

　鑑 定 で きた 飛散花粉 を 植 物分 類 順 に ま とめ る と，表

1，表 2 ，お よ び 表 3 で 示 さわ る よ うに 娼 科，89種 の 植

物が飛散 して い る こ とが み られ た．主 な 飛散花粉 の 写 真

を園 4 に 示 す．
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表 2　 飛 散 花 粉 の 分類
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（ ） 霞 は 種 の 数 を 示 す ，

表 3　 桑 散 花 粉 の 分類
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図 5 ．飛 散花粉 と湿度 の 関 係 （1964 ・3）．

　4．　気象 と の 関 孫

　次 に，飛散花粉数 の 変動 と気象 との 関係を調 べ て み

k ．気象 は 、 東京管 区気象台 の デ ータ を 使 用 し，平 均気

温 〔3， 6， 9 ，12
， 15，18、21，24時，8 回 の 平均），

平均 湿度 （3 ， 9 ，12，24時 ， 4 四 の 平 均），風速 （0

時 か ら24時 の 風速平均） をそ れ ぞれ 飛散花粉数 と比 較 し

た ，し か し，今 回 は 3H 問 ご と の 調査 で あつ た た め ，気

象 も さ ら に 3 口 問 の 平均 気 温 ．平 均 灘度，平均風速 を 平

均 し て 検 討 し て み た．

　 こ の うち，気温，風速 に つ い て は ，花粉数 と の 間 に 関

連 ｛生が み とめ ら れなか つ だ が ，湿 度に つ い て iま， 3 日間

の 平均湿度に もか か わ らず、花粉数 と の 間 に 前 回 の 報

告
・・

と 同脚 潤 関係 が み られ 九 ヒ炯 は，花粉数 の 最 も

多か つ た 4 月の 花 撈数 繭線 と湿 度 と を 比較 した もの で あ

る が ，湿度 の 高 い 1．1に は 花絵数が少な く，湿度 が低 くな

る と花粉 が 大 量 に 飛 散す る と い う結果がみ られ た．

考
1

祭

大気 トの 飛散 花 粉 の 調 査 は ，大 きく 2 つ の 方法 す な

’
」．P ち 単位大気容量 浬il定法 volumetric 　 samP 皇in9 と 蓼位 面

積落 卜数 潰｛定法 9・・ v 三ty　 sampll ・g に わ け られ，それぞれ

の 方法 に つ い て さ ら に 研究検討 が つ づ け られ て い る が

12｝13 ）14｝L5Pl ”Vt7）IS｝
今 回 は ，装置 示 小 さく 簡 単 に と りつ け

や す い こ と，ア レ ル ギ ーと の 関連 Eの 花勃調査 の 目的 に

は 十分 に 有意義な 結果を 得 る こ と が で きる と い う理 由 か

ら，Amer 三can 　 Academy 　 of 　 AUergy の Durhum の 花粉

捕集器
lf ）

を月 い て 調査を お こ なつ た．
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に お け る 空中飛 散 花 粉 の 分 析

　 1．今回 の 調査｝こ よ る飛散花粉数 の 変動 は ，1964年一

正967年 の 東京都 目黒区
s’“

で の 調査結 果 と非常 に よ く類

似し て い る．欧 米 に お い て は ，重ree 　seaso 囗
，
　grass　 scason ，

fag “
’
eed 　 season の 3 っ の scason に 大 きくわ か れ るが ，

わ が 国 で は ，各 地 に お け る こ れ まで の 調査 で も特 に

tree　 seas ・ n が 目立 ち，そ の tree　 season を構成す る醐

木 の 種類 も地域 に よ り変化 が み られ る．また ragw
’
eed

season 　 ix 都 心 か ら離れ た 相模原市
fi｝T）

や 習 志野市
5》

で

は 特 に 顕 著 に あ ら わ れ て い る．図 1 に み られ る よ うな花

粉 曲線 は，場所 の 高低 に は 関係な く，東京都 中 心 地 の 特

有 な変動 と思 わ れ る ．

　 2． 飛散花粉 の うち最も多か つ た もの に ，マ ツ 属 の 花

粉があ る が，東京都 目黒 区
3］4）

（地上 1．5m ）　よ りは る

か に 高 い 場 所 で の 調査で あつ た た め ，気嚢 を もち 飛散 し

や すい マ ツ の 花粉 は， タ ワ ー一
に 近 い 皇屠等か ら も、さ ら

に 離れた 地 域か らの もの も飛 散 して き た と考 え られ る．
こ 二 で マ ツ 属 は ，季節の 上 か ら

．一
応 ク ロ マ ツ と した が ，

花粉 の 形態上区別 し に くい ア カ マ ツ も混 在 し て い る と考

え られ る ．同 じ季節 に 多い ス ギ ， コ ナ ラ ， ク ヌ ギ，ハソ

ノ キ ・ヤ マ ハン ノ キ等は ，東京都 西部地域 に 非常 に 多い

の で ，そ の あ た りか ら も飛散 して く る と考え ら れ る．ま

た イ チ
ョ

ウ は，習志野市 の 調査 に くらべ て か な り多 か っ

た が ，こ れ は ，都内に イ チ ョ ウ の 街 路 尉が 特 に 多い た め

と思 わ れ る ．ム ク ノ キ，ケ ヤ キ，シ イに つ い て も，東京

都内 に は 古 い 大木が 公園，神社 な ど に 比 較的 多 い た め に

飛 散数 が 多 い 結果 が 得 られ た と思 わ れ る．

　
・こ の よ うに 比較自駄 木 の 花 r｝，os特 it多か つ た の は ，捕

集場 所 が 高 所 （135m ） で あつ た た め と 思 わ れ，草本桝，

の 擅物 の 花粉数 ｝まコ しに 反 し，同場所 の 低所 （例 え ば 2

m ） で 実際 に 調 査 し た 場 合 よ りも飛 散数 が 少 な くな つ て

い る か もしれ な い ．草本植物 が 少なか つ た 中で ，カ ナ ム

ク ラ ，ヨ モ ギ ，ブ タ ク サ が，あ る程 度 多 い 花粉数を示 し

た の は ，こ れ ら の 植物が，か な ウ広範囲 に ひ ろ が つ て い

る た め で は な い か と思 わ れ る．

　3． 飛 散 花 粉数 と気象 との 関係 に つ い て は， ブ タ ク

サ ， マ ツ ，ス ギ に つ い て，時間ご との 湿度と飛散数 との

関連を し らべ す で に 報告 し た
5＞． さ らに 外 灣 の 文 献 贈 9

に よれ ば
， 飛散花粉数 は 値物 の 開葯前 の 湿度と， 開葯

後 の 風向，風速 に 影響 され る と い う．し か し，こ れ らの

気象条 件 の うち，総括的 に 最 も関連が あ る と思 わ れ る の

は 渥 度で ，空気が 乾燥 して い る こ とが 花粉産生 に も，大

気中 へ の 飛 散 に も重 要 で あ る と思 わ れ る．

　以上 の 結果を 総合 して ，東京 タ ワ ー
の よ うな 高所 で も

非常に 多くの 花粉 が 飛散 して い る こ とが わ か ワ，特 に 低

地 に くらべ ．樹木 の 花粉 の 種類 も数 も多 い と い う結果 が

み ら れ た ．最近特 に 多 くな つ た 高層 位：宅 で も，ア レ ル ギ

ー
の 原 因 と して 花 粉が十 分考え ら れ る と思 う，ま た，特

に 東京は 街路 樹が 多い た み 現在ま で に 調 べ られ て い な

い 街路樹 の 花粉1こ つ い て も，ア レ ル ギ ー
の 抗 原 性 を 検 討

す る必 要が あ る と考え る ．

総 　括

　束京 タ ワ ー
の 135m の 位 置に お け る 空中飛散花粉 の 状

態を，1964年 3 月 か らユ965年 8 月 まで 調査 し次 の 結果 を

得た．

　1． 地上 135m の 高 さ に お い て も非常 に 多数 の （48

科 、 89種）花粉が 飛ん で お り，その 季節的変動 は 図 1 の

よ う 輝 1綜 を示 し た．

2、 飛 散花粉の うち 最 も多い もの 4t ク ・ マ ツ，次 い

で ス ギ の 花粉が み られ た ．ま た，他 の 地域 で の 調査 に く
if
） べ て 、 コ ナ ラ、 ク ヌ ギ が 目立 ち，そ の ほ か 街路樹 と思

わ れ る樹 木の 花粉，特 に イ チ ョ ウ の 花粉 が 多 か つ た，

　3． f 葉県習志野 甫 で の 調 査で ，比較的高い ピーク を

示 した ブ タ ク サ の 花粉 は ，今 回 の 調査で は あ ま り 多 く．互

ら れ，な か つ た ，

　4、 気象 と花粉数 と の 関係 は，気温，湿 度，風速 に つ

い て 比較 し た 結果，湿度 の み に 関連性 が み られ、湿度 の

低い 時 に 飛 散 数 が 多い 結果を得 た．

　今 同 の 調 査に 線 し，種 ← 御指導 を購 つ た 東 邦 大 学 薬学

誹 ・内 涛 孝 名 誉 教 罠 な ら び に 束 京 タ ワ
ー

で の 捕 集 を 快

くお 引受け い た だ い た 日 本 電 波 塔株 式会社 ，捕 集 に 特 に

お 骨 折 り を い た だ い た 監 埋 郡 電 気 誤 の 深 沢 政 彦 氏 ．そ の

他 の 方 々 に 深 謝 い た し ま す ．
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             Atmospherlc  Pollen Survey  in the Upper  Part of  me  Tok}:o Tewer

                              Aiko  Sugaya  and  Masa  Ikuse

                    Facu!ty ef  Phannaceutical Sciences, Toho  Un{versity

    ]. Results of  one  year's (1964-1965> atmospheric  pollen survey  of  the  Tokyo  
rl'owei'

 <135 m  high>

by gravity-siide method  have  been reperted.

    2, Pellen grains of  the  89 species  be]onging the  48 fainilies were  identified, The  Pinms thunbergii,

Cryptomeria  japonica and  some  street  trees  being large quantities in "{arch to A･lay, but  quantity  of

rag"'eed  pollen  grains ";as  sllght  in this  surve>'.

    3. The  infiuence oftetnperature,  wind velocit"r  and  humldity, to the pollen grain counts  "'ere  stud-

ied. 0nly  the  humidity  vias  the emiiient  hifluential factor on  the  disparsal.

            Studies of  Autoantibody-Producing C;ells in NZB × NZW  F, Hybyid  Mice

                                   Shigemasa  Sawada

         The  First Department  of  lnternal }v{edicine, Nihon  University Scho(,L bl' Medicine

             CDirector: Pref. Tadafumi  Hag.ihara,  Pro£  Ichita Amaki  and  Insttuctor

                                   Atsushi Horiuchi)                                                 '

    On  the  purpose  of  the  elucidation  of  the  autelmmune  disease, it was  attempted  te clarify  the t{me

and  the  organs  in which  autoantibody-producing  cells  develop, theif  kinds and  way$  of  proliferation,

and
 the  rela`'t{onship  betvveen thcse ce]ls  and  the  antmuclear  antibedy  uslng  rhe  NZB  .x NZW  F, hybrid

mlce,

    
'I'he autoantibody-proclucing  cells were  obscrved  according  to  the  immunocyte  adherence  inethed.

As the  antigen  xvere  used  sheep  erythrocytes  having absorbed  DNA.  or  histone, The  antlbody-pro-

ducing  cells  s";ere  obtained  fi'om the  cell.s of  the  spleen,  thymus,  bone marrow  and  lymph  nodes.  
The

speclficity  of  the  reaction  "'as  confirmed  by the  blockin.cr and  the  reculture  after  the  blocking.

    Ivlost of  the  antibody-producing  cells  wcre  lymphocytes. 
'1'he

 autoantibody-preducing  lymphocytes

were  nDted  in the  spleen,  thymus  and  lymph  nocles  precedin.g to the  change  to posltivity l'or thc anti-

nuclcar  antibody  in serum.  In females at  the  a.[Te of2  iuonths,  the  autoantibod):-producing  lymphocytes             '
";ere

 seen  in about  191. in thc  spleen  and  O,29r6 or  less in the th)rmus, Aftcr 4 months  of  age,  thc  au-

teantibody-producing  cells  appeared  ln the  thymus  and  spleen  in a  sin]ilar  percentage in females. The

autoantlbody-producing  lymphocytes "'ere  ]'arely  detected ln normal  mice  <DD 
strain).

    This atutoantibody-producin.o  eell  is conceivable  to belong to a  clone  or  c}ones  of  1>'mphocytes whlch

have  developed threugh  mutatiens.
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